
1Fl水位・圧力に関するパラメータ� 
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{笛車事項]
各~t.掲踏については、 地置噛その後の事象這展の.，・吾受けて、通常の使用
噂提条件E記えているちのもあり、正しく:m:rされていない司能住のある計
測穏ぢ存在している.プラントの状況を偲躍する疋めに、このような計器の
不tiかさち雪虚レだうえで、� 11訟の計測固から1寄られる情報在使用して変化
の績向!こも醤目して組合的!こ判断している.� 
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1 F1原子炉水位(燃料域)(A) (mm) 

1500 

{留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象選展のaJ留を受けて、通常の使用ー� 
~ut条件在超えているものもあり、正しく測定されていない司能性のある計

1000 
- 測器も事在している.プラットの状況を杷陸するために、このような計器の


不確かさも考慮したうえで、復敵の計測器から得られる情報在使用して蛮化

の傾向にも奮目して総合的に判断している.
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1F1原子炉水位(燃料域XB)(mm) 

1500 

【留議事項1

径百f測器については、地震やその後の事象進展の.，.~受けて、通常の使用
環慎条件を超えているものもあり、正しく測定されていない司能性のある計
測器も嘗在している.プラントの状況をll'!握菅るため広、このような計器の

1000 	 不確かさち考慮したうえで、復叡の計測器から得られる情報在使用して変化

の傾向にち曾目して総合的に判断している.
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2.0 

1F1A系原子炉圧力� (MPa) 

[留意事項]
各計測器についてl耳、地震やその後の事象進展の影掛を受けて、通常の使用環� 

1.8 ト一一一 境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない司能性のある計測器
も惇在している.フラントの状況を把握するために、このような計誌の不確か
さも考慮したうえで、複毅の計測器から得られる情穏を使用して変化の傾向に
も晋目して総合的!こ判断している.� 
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2.00 

1F1B系原子炉圧力(MPa)

1.80 I一一� 

1.60 

【留憲事廃]
各計測穏については、地震やその後の事象進展の影響在受けて、通常の使用環
境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない司能性のある計測器
ち惇在レている，プラントの1た冗を肥躍するために、このような計器の不確か
さも雪国Rしだうえで、裡叡の計測器から得られる情報在使用して変化の傾向に
も糧自レて総合的に判断している.� 
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1F1DIW圧力� (MPaabs) 
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【留意事項]
各計測器については、地震やその後の事象進展の影醤を受けて、通常の使用環
演条件在越えているものもあり、正しく測定されていない司能性のある計測器

• ち存在している.フラントの伏況を把握するため!こ、このような計器の不確か
さも考慮したうえで、積叡の計測器から得られる情報吾使用して変化の傾向に� 
ち着目して総合的1こ判断 している. 
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1F1S/C圧力� (MPaabs) 
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[留意事項]
告計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使用環
開条件を超えているものもあり、正しく測定されていない司能性のある計測鵠� 
ち存在している.プラットの状況を把握するために、このような計器の不確か
さも考慮したうえで、 復数の計測器から得られる情報在使用して蛮化の傾向に� 
も曹目レて総合的に判断している. 
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1F1 CAMS DIW(A) (Sv/h) 
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[留意事項]
邑計測器について倍、地雷やその後の事怠進展の影醤在受げて、通常の使用環
頃条件を超えているものもあり、正レく測定されていない司鹿住のある計測器
も存在している.プラントの状況を把獲するために、このような計器の不確か
さも考慮レたうえで、慢強の計測器から得られる情報を使用して変化の傾向に
も種目して総合的に判断している.� 
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1F1 CAMS DIW(B) (Sv/h) 
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1 Fl CAMS S/C(A) (Sv/h) 
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[留意事項]
各計測器について倍、地震やその後の事象進展のlIi留を受けて、通常の使用環
境条件を超えているちのちあり、正しく測定されていない司能性のある計測器
ち存在している� .フラントの状況を把躍するだめに、このような計額の不確か
さち考慮したうえで、複叡の計測器から得られる情報在使用して変化の傾向に
ち着目して総合的に判断している� . 
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1 F1 CAMS S/C(B) (Sv/h) 


【留意事項】s 
各百十i酎器についてl息地緩やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使用環
境柔件在超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のある計測器 ト一一

も存在している.フラントの状況をll'!纏菅るために、このような計器の不確か
さも考慮したうえで、穫量置の計測器から得られる情帽を使用して変化の傾向に
も蓄目して総合的に判鎖している.三、 ト一一
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一輔-S!Cプル水温度目

1 F-1 温度に関するパラメータ(代表点)� 
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8計測掴については、 地震やその後(J)~・ 11の・4置を受けて、通常の使用1I慣条停を IBえているも
の包あり、正しく測定されてい ζい司崎謹白ある肘測担ち容豆している. プラントの状況を ~lーする
定めに、このよう ll lt略的不画面"''''''!I I!したうえで、?買獄の 111情聴~ら;!!られる慣帽を使用して変
化の蛾司� Eち・� 8して腿!l1J!l1;;現圃している，� 
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-1島一Vesselfrange 

RPVヘローシール(HVH-
12A)•「

一。給水ノズルN4B(終端)� 
一ー叫

+ vessel core 

ι 安全弁排気� 
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-.
庄力容器下部� 

-a D!W HVH戻り� ( HVH-
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CRDハウジング下部

.戸CRDハウジング上部� 

一ー� -S!Cプー� JL-水温度 A
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1F-1 温度に関するパラメータ(給水ノズル及び安全弁排気温度)� 
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巳‘このような針却の不認がさも讐liIレ疋うえで.濁認の計-'"ら1・られる情緒を使用して変化の傾
向にも・8して碍89'lに智拐している.

3127以!広三瓦*で纏議藍覆L:t吾五福示
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1 F1給水ノズル� N4B(終立問)温度� ("C) 
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1F1圧力容器下部温度(OC)
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[留意事項]
各計測器についてほ、地震やその後の事象進展の1Il容を蛋けて、通常の使用
環境条件在超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のある計
測器も醇在している固プラントの状況を把握するために‘このような計官官の
不確かさも考慮したうえで、狸敵の計測鵠から得られる情報を使用して変化
の傾向にも種目して総合的に判断している.
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1 F1 RPVベローシール(HVHー12A)温度 (OC) 
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【留憲事頃】
各計測諸については.地震やその後の事象進展の影催を受けて、通常の使用
環廃条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のある計
鴻鵠ち浮在している.ブラシトの状況を把握するために、このような計舗の
不確かさも考慮したうえで、複数の計測鵠から得られる情報在使用レて蛮化 
の傾向にも醤目して総合的に判断している. トー 
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1F1 D/WHVH戻り(HVH-12C)温度(Oc) 
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【留意事項]

一 一戸
各計測績については、地震やその後の事象進展の影幡圭受けて、通常の使用
環繍条件を趨えているものもあり、正しく測定されていない司能性のある計
測舗も醇在している.プラントの状況在把握するだめに、このような計器の� 
平確かさも考慮し疋うえで、糧鉱の計測鵠から得られる情報在使用して変化
の傾向にも着目して総合的に判断している。� 
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1F1 S/Cプール水温度以OC) 
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[留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影磁を受けて、通常の使用
環境条件在超えているものもあり、正しく測定されていない司能性のある計
澗器ち寄在している.プラン トの状況在!I'!JIするために、 このような計器の
不確かさも考慮したうえで、複敵の計測揖から得られる情報在使用して変化 
の傾向にち種目して総合的に判断している. 
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1 F1 S/Cプール水温度B(OC) 

70 


60 

4・h-a h.¥、hw

一� 

ー周� 

前� M 
50 


40 


30 


20 


[留憲事項]
笛E十i期借については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使用
環燭集件を超えているものもあり、正レく測定されていない司能性のある計� 
測器ち存在している.プラントの状況を抱擁するだめに、このような計轄の
不確かさも考書したうえで、種叡の計;閣総から得られる情報を使用して変化
の傾聞にち酋目して総合的に判断している. 
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[留意寧項] r.Ji子品位{燃料様� XA)ιm) 
各計測器については、地震やその後の事象進展の影揺を受けて、通常の使用

4000 	 I!I暁条件在超えているちのもあり、 正しく測定されていない可能性のある計
測器ち惇在している.プラントの状況を把握するために、このような計鵠の

.A系原子炉圧力(MPa) 7 

不確かさも誓慮したうえで、穫恕の計測器から得られる情報在使用して変化 ‘圧力� (MPaabs) D!W
の傾向にち篭目して総合的に判断している.� 
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1F2原子炉水位(燃料域)(A)(mm) 

[留憲事項】
各百十澗器については、地震やその後の事象進展の影暗躍を受けて、通常の使� 
用環境条件を超えているちのもあり、正しく測定されていない可能性のあ
る計測蹄ち穿在している.プラントの状況を但慢するために、このような
計器の不確がさも考慮レ疋うえで、複数の計測鵠から得られる情報在使用〆J して蛮化の傾向にち種目レて総合的に判断している.• 
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1F2原子炉水位(燃料域)(8)(mm) 
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[$憲事項】

各計測穏については、地震やその後の事象進展のIl省在曇けて、通常の使
用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のあ
る計測樹ち存在している.プラントの状況を抱躍するために、このような4000 

計器の不確かさも考慮しだうえで、復叡の計測器から得られる情報在使用
して変ft;の傾向にち種目して総合的に判断している. 
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1F2 A系原子炉圧力� (MPa)
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【留意書瑛】
各計測器については、地震やその後の事象進展のli曹を受付て、通常の使
用環境条件在超えているものもあり、正しく測定されていない可能伎のあ• る計測器も醇在している.フラットの状況を11!直するために、このような
百十棒の不確かさも考慮したうえで、複車置の計測器から得られる情報在使用
して変化の傾向にも種目して総合的に判断している� . • -ー� 
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[留意事項]
各計測鵠巴ついては、地震やその後の事象進展の自~.'"受けて、通常の使

トー 用環境条件在紐えているものもあり、正しく測定されていない可能性のあ
るE十潤器ち惇在している.フラン卜の状況を把握宮るために、このような
計器の不確かさち考慮しだうえで、復恕の計測器から得られる情報を使用
して変化の傾向� lこも着目して総合的に判断している.
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[留憲事項]
各計測拐については、地震やその後の事象進展の影盤を受けて、通常の使 卜一
用頭演条件在超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のあ� 
る計測鶴ち荏在している.プラントの状況を氾躍する疋めに、このような� 
At舗の不確かさも善感したうえで、穣叡のE十凋鵠から褐られる情報を使用� 
して変化の傾向にち書目して総合的に判断している. トー� 
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[留憲事項� ]
各計測舗については、地震やその後の事象進展のIl留を受けて、通常の使
用環境集件在超えているものもあり、正レく測定されていない可能性のあ� 
る計測器ち存在している.プラン卜の状況をlel煙するだめに、このような
肘誌の不確かさも害直しだうえで、複惣の計測器から得られる情報在使用� 
レて変化の傾向にち種目して総合的に判断している.� 
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【留憲事項]
各計測器については、地震やその後の事象進展の影躍を受けて、通常の使� 
用環境条件を超えているものちあり、正しく測定されていない司能性のあ
る計測器も容在レている.プラントの状況を把煙するために、このような
計器の不確かさも誉回置したうえで、複獄の計測器から得られる情報在使用
して変化の傾向にも省自レて総合的に判断している� . 
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[留軍事項I】� 
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使
用環焼条件在超えているものもあり、疋しく測定されていない司能性のあ
るt十i周器ち淳在している.プラントの状況を氾握するために、このような
計鵠の不確かさも考慮したうえで、積叡の計測器から得られる情報在使用� 
レて変化の傾向にも着目して総合的に判断している.� 
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【留意事項]
各計測器巴ついては、 地震やその後の事象進展の影響在受けて、通常の使� 

ー 用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のあ
る計測器包容在している.プラントの状況を杷曝するとめに‘このような
計器の不確かさも考慮したうえで、複般の計測誌から得られる情報在使用
して変化の傾向にち種目して総合的に判断している.� 
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【留意事項]
各計測器については、地震やその後の事象進展の影曹を受けて、通常の使� 

._--用贋贋条件在超えているものもあり、正しく測定されていない可能住のあ
る計測認も存在している.プラットの状況を肥躍するために、 このような ー
計績の不確かさも考慮したうえで、種敵の計測誌から得られる惜穏を使用
して変化の傾向にも着目して総合的に判断している. 
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1F2給水ノズルN4B温度(Oc) 

• 
~ 【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の書官醤在受けて、通常の使用 トー

/ミ
環廃条件を起えているものちあり、正レく測定されていない司能性のある計� 

~.. 測器も惇在している.プラントの状況を把l堕するために、このような計器の
不確かさも警直したうえで、複数の計測器から得られる情報在使用して変化
の傾向!こも笥目して総合的に判断している.� 
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各計測器については、地震やその後の事象進展の影留を受けて、通常の使
用車憤条件在超えているちのもあり、正しく測定されていない司能住のあ
る計測器包存在している.プラントの状況を把煙するために‘このような
計器の不確かさも考慮したうえで、複叡の計，則器から得られる情紐在使用� 
して費化の傾向にも種目して総合的に判断している.� 

ー

3/1 0:00 80: 4/70.・00 4/170:003/2 00 • 5/27 0:00 

h 

-ー"•-・圃.•• 



1 F2 RPVベローシール温度 (OCl 
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【留意事項]
各計測器については、地震やその後の事象進展の影留を受けて、通常の使用
環焼条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のある針 
;，I!l舗も荏在している.プラン卜の状況をll'!揮官るために、このような計舗の
不確かさも考慮したうえで、複敵の計測器から得られる情報を使用して変化 
の傾向にち種目して総合的に判断している. 
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1F2 D/WHVH戻り(HVH-16A)温度(Oc) 
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180 	 各計測笛については、地震やその後の事象透度の影響在受けて、通常の使用
環境条件在超えているものもあり、正レく測定されていない司能性のある計
測器も存在している.プラントの状況を把握するだめに、このような計誌の
不確かさも害喧し疋うえで、複叡の計測笛から得られる情帽を使用して蛮化
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[留意事項� ]
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響在受けて、通常の使用
環境条件を組えているものもあり、正レ〈測定されていない司能性のある計
測鵠も葎在レている.プラントの状況を氾煙するだめに、このような計器の
不確かさも警膚したうえで、複按の計測器から得られる情報を使用レて変化
の傾向にち着目して総合的に判断している� . 
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[曾憲轟項】
各計測舗については、地震やその後の事象進展の影響在受けて、通常の使用� 
E軍国軍条件在趨えているちのもあり、� Eしく測定されていない可能性のある計
i則腸も存在している.プラントの状況を把躍するために、このような計器の� 
不確かさも害虚したうえで、複訟の計測器力、ら得られる情報在使用レて変化
の傾向にも着目して総合的に判断レている.� 
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1F3水位� 圧力に関するパラメータE
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[留意事項� 1 -原子炉水位(燃料域)(A)(mm) 
s&t測器については、地震やその後の事象進展のfj躍を受けて、通常の使用
環廃条件を超えているものちあり、正しく測定されていない司能住のある計 .A系原子炉圧力(MPa)

4000 	 測器包啓在している.プラントの状況を把握菅る疋めに、このような計舗の 卜一一 7 

不確かさち考慮したうえで、複艶の計測掛から得られる情砲を使用して変化 4D/W圧力(MPaabs) 
の傾向にも量目して総合的に判断している. 
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3000 

1F3原子炉水位(燃料域)(A) (mm) 

[留意事項]
各計測諸については、地震やその後の事象進債の影醤在受けて、通常の使用� 
環境条件を超えているものちあり、正しく測定されていない可能性のある肘
測器ち醇在している.プラットの状況を氾獲するために、このような計器の•2000 
 不確かさも考慮したうえで、復恕の計測器から得られる情報在使用して変化� 
の傾向にち醤目して総合的に判断している.••s 
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1F3原子炉水位(燃料減)(8)(mm) 
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[留意事項� 1

各計測器についてl在、地震やその後の事象進展の影留を受けて、通常の使用


s 環境条件在超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のある計
測鵠ち存在している.プラントの状況を把握する定めに‘このような計器の

.' 
不確かさも考嘩じだうえで、複敵の計測誌から得られる情報在使用レて蛮化
の傾向にも着目して総合的に判断している.
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1F3 A系原子炉圧力� (MPa) 

[留憲事項]
各計測慌については‘地震やその後の事象進展のiIj健在受けて、通常の使用環
境条件E超えているものもあり、正レく測定されていない可能性のある計測器
も樗在レている.フラントの状況を犯握するために‘このような計器の不確か� 
さも考慮レたうえで、複数の計測鵠がら得られる情報在便用レて蛮化の傾向に
も種目レて総合的に判断レている. 
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[留意事項]
各自十測器については、地a明その後の事象進展のI!l醤在受けて、通常の使用環� 
虜条件在超えているものもあり、正しく測定されていない司能性のある計測器
ち存在している.フラン トの状況を;自慢するために、このような計器の不確か
さも考慮じたうえで、復数の計測誌から得られる情報在使用して変化の傾向に
も着目レて総合的に判断している. 
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1F3B系原子炉圧力� (MPa) 

5111 7 



0.9 

1F3 DIW圧力� (MPaabs) 

1.0 

については、地震やその後の事象進展の影留を受けて、通常の使用環
鏡条件在超えているものちあり、 正しく測定されていない司雛住のある計測鵠
も寄在している.プラン卜の状況を把握するだめに、このような計器の不確か
さも考慮しだうえで、復蝕の計測器由、ら得られる情報査使用して蛮ftの傾向に

0.8 も着目して総合的に判断している.� 
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1F3 S/C圧力� (MPaabs) 
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[留軍事項]

0.9 各~t測器!こついては、地震やその後の事象進展の影留を受けて、通常の使用潰
境条件壱超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のある計測器
ち惇在している.プラントの状況を犯握するために、このような計器の不確か
さも者日目しだうえで、複敵の計測績から得られる情報在使用レて変化の傾向に

0 ち種目して総合的に判断している.8.
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[!I'i意事項】
各計測績については、地震やその後の事象進展の影雄吾受けて、通常の使用環� 
境条件吾超えているものもあり‘正しく測定されていない可能性のある計測器
包存在レている.フラントの状況を}自慢するだめに、このような計器の不確か
さも雪嘩しだうえで、複数の計測器から得られる情報在使用レて霊化の傾向に� 

e も種目レて総合的に判断している..--
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1F3 CAMS O/w(B) (Sv/h) 

2.
0E+02 

[留意事項]

1.8E+02 	 各計測舗については、地震やその後の事象進展の影留を受けて、通常の使用環
境条件在紐えているものもあり、正しく測定されていない可能性のある計測鑓
包容在している.フラントの状況を抱躍するだめに、このような計器の不確か
さち考慮しだうえで、複裁の計測器から得5れる情報在使用して蛮化の傾向に� 

1.6E+02 一ー	 も着目して総合的に判断している. 
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[留恵事項]
各自す測器については、地震やその後の事象遥展の影響在受けて、通常の使用環
噴条件を超えているブもラのもあり、正レく測定されていない司能住のある計測器 ト
ち評在している. ツトの状況を担摩するだめに、このような計器の不確か
さも考慮したうえで、復搬の計測鵠から得られる情報在使用して菱化の傾向に
も種目して総合的に判断している. 
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1F3 CAMS S/C(B) (Sv/h) 


2.0E+02 
【留意事項】

各計測器について1<1、地震やその後の事象進展の影留を受11て‘通常の使用!I
境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のある計測路

1.8E+02 も静在している.フラントの状況を把煙菅る疋め!こ、このような計器の不確か
さも考慮し圧うえで、複搬の計測器から得られる情報在使用して変化の傾向に
ち種目して総合的に判断している.� 
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1F-3温度に関するパラメータ(代表点)� 
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の，;>，り，正しく置置さnていない '"ある している.フラントの吠況を把握菅る
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1F3給水ノズルN4B温度� (OC)

[留瓶事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の号車留を受けて、通常の使用
環Jl条件在超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のある計

~ 測績も存在している.プラントの状況を氾躍する定めに、このような計器の
不確かさも考慮しだうえで‘積叡の計測鵠から得られる情報在使用して翠{じ
の傾向Cも竃目して総合的に判断レている.‘ 
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lF3圧力容器下部温度� (OC) 

400 


.. 【留意事項]
各計測器については、地績やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使用
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現震条件在超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のある計� 

300 ' 	 測器も存在している.フラントの状況を担躍するために、このような計器の
不確かさも書膚し疋うえで.複恕の計測器から得られる情報を使用して変化
の傾向にも着目して総合的に判断している.
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1 F3 RPVベローシール温度(OCl 
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[留意事項]
各計測絹巴ついては、 I由績やその後の事象進展の影留を受けて、通常の使用� 
環境条件在超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のある計
潤器ち静在している.フラットの状況を把握官る定めに、このような計器の� 

.... •. 
5，13 3/18 3/231~ 3128 4/2 4/7 4/12 4/1 不確かさも考慮レたうえで、複獄の計測器から得られる情報在便周して変化
 

の傾向にも蕃目して総合的に判断している.
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1F3D/W HVH戻り温度(Oc) 

[ii'j意事項]
各計測鶴については、地震やその後の事象進展の膨審査受けて‘通常の使用
環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のある計

一一一 測器も惇在している.フラントの状況を把握するだめに、このような計総の. 	
不確かさも苦慮したうえで、複敵の計測掛から得られる情報在使用して霊化
の傾向にも種目して総合的に判断している。•-
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1 F3 S/Cプール水温度A(OCl

[留意事項]
邑計測器については、地震やその後の事象進展の影響歪隻げて、通常の使用
現境条件を超えているものもあり‘正しく測定されていない可能性のある計
測器毛惇在レている.プラントの状況を1自爆するために、このような計器の
不確かさも考慮し疋うえで、額鼓の計測器からf一 一� 寄られる情報を使用レて変化
の傾向にも着目して総合的に判断している.
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1F3 S/Cプール水温度B(OC) 
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【留意事頃� ]
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使用
環腕条件を超えているちのもあり、正しく測定されていない司能性のある計
測器も寄在している� .プラットの状況を� IE煙するために、このような計器の

卜一一一不確かさも誓噂したうえで、複叡の計測誌から得られる情報査使用して変化
の傾向にち種目して総合的に判断している.� 



1F5/6 原子炉水温度、使用済燃料プール温度推移� 
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1F5原子炉水温度推移� 
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1F5使用済燃料プール温度推移� 
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1 F6 原子炉水温度推移� 
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